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1．背景と研究目的 

Bi2Te3系熱電材料は，走行中のエンジンと外気温度との温度差を利用した発電が可能であるため，こ

れからの省エネルギー社会を構築するための必須な技術である。しかしながら，Bi2Te3 系熱電材料は，

我が国においては KELK，ヤマハなどの企業が製品化しているものの，材料合成プロセスが複雑なため，

生産コストが高いことが普及の大きな壁になっている。近年，名工大・産総研の共同研究により，秒単

位の高速焼結法により熱電素子を粉末冶金法にて作製する方法が開発された[1]。この技術を用いれば熱

電素子を短時間・低コストで作製可能であり，早期の Bi2Te3系熱電材料への大量生産プロセスへの適用

が望まれている。しかしながら，高速焼結法により作製された試料においては，通常の焼結法で作製さ

れた試料と比較して熱電特性が低下している。熱電特性劣化のメカニズムの解明は今後の高速焼結法に

よる材料作製プロセス改善のために必要不可欠な情報である。そこで，高速焼結法で作製された試料の

結晶構造と熱電特性の関係を放射光を用いた粉末 X 線回折測定により調査した。 

 

2．実験内容 

高速焼結法(通電条件 1.0 秒，1.2kA)により作製した Bi2Te3 系熱電材料について，あいちシンクロト

ロン光センターBL5S2 において高分解能粉末 X 線回折測定を行った。励起光子エネルギーは 13.05 keV

（波長：0.95 Å）に設定した。 

 

3．結果および考察 

図 1 に高速焼結法で作製した Bi2Te3系熱電材料の粉末 X 線回折測定および Rietveld 解析の結果を示

す。Rietveld解析の結果，高速焼結法で作製された試料の内部には酸化物などの第2相などは存在せず，

また，その格子定数は過去の Bi2Te3

の値と一致した[2]。光電子分光測定

の結果から，高速焼結法で作製され

た試料においては，僅かに酸化物に

由来するピークが観測されており，

試料内部に酸素が存在していること

が明らかになっている。そのため，

試料内部の僅かな酸素が熱電特性の

低下に影響していると考えられる。

今後は焼結時間および焼結温度の更

なる検討が必要である。 
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Fig.1 高速焼結法で作製した Bi2Te3系熱電材料の粉末 X 線回

折測定(＋)および Rietveld 解析(実線)の結果 


